
 

 

 

住吉市民病院跡地に整備する新病院等に関する基本構想（案）及び弘済院の今後の方向性の変更について 

 

１ 経過 

 平成 29年 11月 

   市長から、住吉市民病院跡地に大阪市立大学の附属病院を誘致し、弘済院附属病院の認知症医療機能を移転するとともに、 

小児・周産期医療機能を付加することを検討すると表明 

 平成 30年１月 

   大阪市立大学と「住吉市民病院跡地に整備する新病院及び研究施設の運営に関する具体化協議に向けた確認書」を締結 

 平成 30年４月 

   「住吉市民病院跡地に整備する新病院等に関する検討会議」を設置し、協議検討を開始 

 平成 31年１月～２月 

   住吉市民病院跡地に整備する新病院等に関する基本構想（案）について 

・パブリック・コメント手続を実施（１月 31日～２月 28日） 

・市会（民生保健委員会）において説明 

 平成 31年２月 

   市長と市大理事長が面談し、基本構想に沿って、引き続き協議を進めていくことを確認 

 

２ 決定していただきたい事項 

  ・住吉市民病院跡地に整備する新病院等に関する基本構想について 

  ・平成 25年 12月に決定された弘済院の今後の方向性の変更について 

平成 31年４月 24日 
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